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研究成果の概要（和文）：「身体化された心」を軸に、フィールドワークと理論的探究とを統合すること

によって、社会の構造と実践の様態を解明することを目的とした。フィールドワークでは「心／身体」「文

化／自然」といった二元論を克服する記述と分析を徹底し、理論探究では表象主義を乗り超える新し

いパラダイムを樹立した。「身体化」に着目することによって、認知と言語活動を新しい視角から照射し、

民族誌的な文脈に埋めこまれた行為と実践の様態を明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this project is to elucidate the structure of local societies, 
as well as the ways in which the people organize their practices, by integrating the 
fieldwork researches and theoretical investigations. In our fieldworks, we made the fullest 
effort to produce the descriptions and analyses that could overtake the dichotomy such as 
mind/body or culture/nature, while through our theoretical investigations we succeeded in 
establish a new paradigm that transcends the dominant theories focusing on 
representations. Paying our attentions to the embodiment, we threw light onto the 
cognition and language activities, and revealed local manners of social acts and practices, 
from a new vantage point.   
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 直接経費 間接経費 合 計 
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キーワード：身ぶり・環境認識・宗教実践・記憶探索・アフォーダンス・心身二元論批判・心

の所在・集合暴力 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）表象主義の支配：文化人類学で一

時代を画したパラダイムの根底にはつねに
表象主義が横たわっていた。表象主義とは、
人間が生きる意味世界を社会の成員たちの
「心」に分有された表象の集積体に還元す

る考えかたである。1980 年代以降、表象の
均質な共有を前提とした民族誌記述に対す
る反省が深まるなかで、身体、感情、ハビ
トゥス、実践といった位相に注目する試み
が蓄積されてきた。 

（２）認識人類学の成果：認識人類学では、
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認知科学と連携しながら、経験的な探究が積
み重ねられてきた。この動向は、「心の哲学」
で発展した反表象主義と結合し、「身体化さ
れた心」と総称される知の潮流を生みだした。
この潮流こそ、２１世紀の文化人類学にとっ
て比類ない可能性をもっている。 
 
２．研究の目的 
「身体化された心」を軸に、フィールドワー
クと理論的探究とを統合することによって、
人間社会の構造と人びとの実践の様態を実
証的に解明することを目的にする。フィール
ドワークでは、「心／身体」「文化／自然」
といった二元論を克服する観察・記述・分析
を徹底し、理論探究では、文化人類学を支配
してきた表象主義を乗り超える新しいパラ
ダイムを樹立することをめざす。 
 
３．研究の方法 
 研究代表者・研究分担者・連携研究者の計
１３名が、４本の通路から心の系譜と身体の
系譜を連関させながらフィールドワークと
理論的探究を実行し、その成果を擦りあわせ
て、心身を統合した人間理解を達成する。 
（１）「身体化された心」の認知的構成：知
覚・空間・記憶に焦点を定め、身体的な活動
を通じて「心」が生態環境・社会環境と切り
結び、そこへ定位される様相を解明する。 
（２）言語の身体化：抽象的な思考が発話者
の身ぶりと連動して生成する過程や、テクス
トの暗記と身体技法との結合を分析するこ
とによって、言語の身体的基盤を照射する。 
（３）感情の身体性と論理：性と暴力の経験
を主題にした朗唱や歌に注目し、口頭言語の
修辞的な特性とともに、それを彩る表情的な
所作を分析し、情動の身体性を照らしだす。 
（４）間身体的な場で生成する実践を、精霊
祭祀や独立教会の活動に注目して分析する
ことにより、グローバリゼーションに抗する
現実構成とその変容過程を解明する。 
 
４．研究成果 
（１）研究会活動：４年間に２３回の研究会
を開催し、以下の発表に基づき討議した。 
①菅原「身体化された心の系譜」 
②大村「アフォーダンスと記憶」 
③鈴木「身体化された心と表象主義」 
④木村「相互行為参与者の同型性」 
⑤青木「声の力の現象学」 
⑥定延「文法の身体的動機づけ」 
⑦藤田「民俗芸能と暗唱」 
⑧高木「記憶の共同探索」 
⑨水谷「バーチャルリアリティと身体」 
⑩細馬宏通（滋賀県立大）「身ぶりの保持と

隣接ペア」 
⑪長澤壮平（南山大）「早池峰岳神楽の象徴

と身体」 

⑫石井「憑依と主体」 
⑬金子守恵（京都大）「収穫物を束ねる身体」 
⑭菅原「言語の手前から」 
⑮内堀「心のあり処の民族学的比較」 
⑯岩谷洋史（総合地球環境学研究所）「モノ

との関係における身体」 
⑰松田「暴力のなかの実存」 
⑱岩谷彩子（広島大）「移動する身体」 
⑲木村・亀井伸孝（愛知県立大）・森田真生

（東京大）「数学的思考の身体性」 
⑳花田里欧子（京都教大）「心理臨床におけ

る身体」 
㉑菅原「相互行為から社会へ」 
㉒渡辺文（一橋大）「関係性としてのスタイ

ル」 
㉓高木「他者の体験の時間に住み込む」 
㉔古山宣洋（国立情報学研究所）「話者の行

為可能性と聞き手の身体」 
㉕長澤志穂（南山大）「道教の瞑想法」 
㉖松嶋健（京都大）「イタリア地域精神保健

における演劇ラボラトリー」 
㉗菅原「３年間の回顧」。 
㉘定延「身体化された言語・文法の姿を探る」 
㉙近藤和敬（研究協力者、大阪大）「数学的
経験における問いと身体」 

㉚鈴木「身体化された心と反表象主義」 
㉛木村「数学をめぐる会話における指示と操
作」 

㉜大村「交合する身体：心的表象なき記憶と
ことばのメカニズム」 

㉝河合「身体という自然：牧畜民チャムスの
身体をめぐる認識論と存在論」 

㉞石井「「不浄」から「野生の聖」へ：南イ
ンドのブータ祭祀におけるヒエラルキー、憑
依、環境ネットワーク」 
㉟藤田「言葉と身体行動との組み合わせ：西
浦田楽の伝承現場から」 
㊱長澤壮平（研究協力者、中京大学）「山と
踊る身体=心：身体化するイメージと踊り」
㊲松嶋健（研究協力者、京都大学）「精神医
療の生態学的転回 ：テリトリーのなかの／
としての心」 
㊳内堀「「心」は身体的にしか語れない：心、
命、魂、そして精神は体のどこにあるのか」
㊴菅原「身体化の人類学へ向けて：生命科学
とのねじれた関係」 
（２）研究成果の公表：ウェブサイトで研究
成果の公表を行ない、逐次更新した。 
（３）研究代表者と研究分担者は、文化人類
学・心の哲学・認知科学・宗教学の文献資料
を収集した。 
（４）個人別フィールドワークと研究活動： 
①菅原（ボツワナ）情動経験の談話と身ぶり 
②松田（西ケニア）独立教会の身体介入拒否 
③内堀（サラワク）心の身体的所在 
④青木（インドネシア）声の肌理と官能性 
⑤河合（北ケニア牧畜民）五感の知覚経験 



 

 

⑥大村（カナダ）環境のアフォーダンス 
⑦石井（インド）憑依と儀礼的身体 
⑧水谷（日本）会話倫理をめぐる理論構築 
⑨木村（日本）数学者の会話分析 

（５）成果出版に向けて：研究代表者・分
担者・連携研究者全員に加え研究協力者
３名を加え、計 16 名の寄稿者によって
『身体化の人類学』（世界思想社）の執筆
と編集作業を進め、京都大学教育研究振
興財団の研究成果出版助成金を得て、平
成 24 年度中に刊行する予定である。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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overlap in everyday conversations among |Gui 
former foragers. Journal of Pragmatics 44: 
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族学博物館, pp. 365-400. ［査読有り］ 

③Kimura, D., H. Yasuoka and T. Furuichi 2012 
Diachronic change of protein acquisition 
among the Bongando in the Democratic 
Republic of the Congo. African Study 
Monographs, Supplementary Issue  43 ：
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Furuichi 2012 Quantitative assessment of 
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⑤石井（舟橋）美保 2012 「虚焦点としての
真正性」『コンタクトゾーンの人文学―
Religious Practices/宗教実践―』（田中雅
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無し］ 

⑥内堀基光 2012「ザフィマニリ集落とヴァ
トゥ・ラヒ建立をめぐる覚え書き」『マダ
ガスカル地域文化の動態』（飯田卓編）人
間文化研究機構国立民族学博物館 , pp. 
171-185. ［査読有り］ 

⑦定延利之 2012「ジェスチャーとしての感
動詞と終助詞」『日本語学』31（3）：40-51.  
［査読無し］ 

⑧Uchibori, Motomitsu 2011 Theoretical Themes 
for an Anthropology of Resources. Social 
Science Information 50 (1)：142-153.［査読有
り］ 

⑨松田素二 2011「海外フィールドワーク『フ
ィールドワーカーズハンドブック』世界思

想社, pp. 87-103.［査読無し］ 
⑩松田素二 2011「理不尽な集合暴力は誰が

どのように裁くことができるか−−ケニア
選挙後暴動の事例から」『フォーラム現代
社会学』10：37-49. ［査読有り］ 

⑪松田素二 2011「二種類の真実−−−現代アフ
リカ社会の紛争と和解から」『世界思想』
38：5-8. ［査読無し］ 

⑫木村大治 2011「約物論事始」『理 コトワ
リ』28：2-3（関西学院大学出版会）．［査読
有り］ 
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思想社, pp. 181-202. ［査読無し］  

⑭内堀基光 2011「サラワク・イバン社会総
体の生業布置−−−それはいかに語りうる
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界〉−−−生業からみる人類学的現在』（松井
健編）昭和堂, pp. 21-63. ［査読無し］ 

⑮定延利之・羅米良 2011「文法・パラ言語情
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の統合的な記述」『Journal CAJLE』12：77-95. 
［査読有り］ 
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語文法』11（2）：3-16. ［査読有り］ 

⑰定延利之 2011「身体としてのことば－「ス
タイル」の限界－」『通訳翻訳研究』11：
49-74. ［査読無し］ 
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⑲石井（舟橋）美保  2010 「神霊との交換
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制度、近代法、社会的エイジェンシー」『文
化人類学』75-1：1-26.［査読有り］ 

⑳ Uchibori, Motomitsu 2010 My kind of 
ethnology/anthropology: On the determined 
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perspectives. Japanese Review of Cultural 
Anthropology 11: 3-23. ［査読有り］ 
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㉜ Sugawara, Kazuyoshi 2008 How Is the 
Memory of Ritual Articulated with 
‘Now-and-here’ Context?: A Reconstruction of 
the Lost Initiation Ceremony of Male |Gui 
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of Meaning and the Interrelationship of the 
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11). Nagoya: Graduate School of Letters, 
Nagoya University, pp. 67-87. ［査読有り］ 

㉝菅原和孝 2008「コミュニケーションにお
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と保育』72：70-83. ［査読無し］ 
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HCS2008-45：1-6. ［査読有り］ 
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